
酵素免疫学的測定(ELISA)

ELISA(Enzyme-Linked 
ImmunoSorbent Assay)

感作性物質による耳介リンパ節の腫大

感作性物質によるリンパ節内の
リンパ球増殖

チミジン(DNAの構成塩基)アナログであるBrdU(5-bromo-2’-deoxyuridine)を投与し、増殖するリン
パ球のDNAに取り込ませ、取り込ませたBrdU量をELISA法を用いて測定して、感作性を評価します。

LLNA法

GPMT法
(従来法)

マウス

モルモット

皮膚感作性試験(Guinea pig maximaization test；GPMT法、Buehler法) では、結果判明までに約
1か月半を要しますが、LLNA法では、より短期間でお客様に結果をご報告できます。迅速さを要
求される研究開発などには最適な試験です。

LLNA：BrdU-ELISA法は、マウスの初回抗原刺激によるリンパ球の増殖反応(感作性物質を耳介に
塗布した際に、直下にあるリンパ節内の細胞が特異的に増殖する)を基に、皮膚感作性を予測するラ
ジオアイソトープ(RI, radioisotope)を使用しない新しい試験方法です。

試験法の概略

短期間で結果判明

マウス局所リンパ節増殖試験
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